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病理学
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研 究 分 野歯髄生物、糖尿病と歯周病の関連について

研究課題

課題名
歯髄創傷治癒における象牙芽細胞の増殖分化と神経ペプチド調節機構に関する研究。
歯髄内免疫機構における樹状細胞と神経ペプチドの関わりに関する研究。
糖尿病性歯周炎発症の分子機構の解明。

キーワード
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取得した実用新案特許等

産学官連携 可
能 ・ 希 望 分 野

歯髄生物の研究、糖尿病の研究、歯周病の研究、再生材料の研究

（著書・発表論文等）


